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概要 
 
Loosely‐coupled  Internet  Explorer  (LCIE)  は、コンポーネントを分割し、互いの依存関係を緩やかにする

ことで、ブラウザの性能を向上させるアーキテクチャです。最も顕著なのは、Internet  Explorer  フレーム

とそのタブが、別個のプロセスに分離されている点です。Windows  Internet  Explorer  8  Beta  1  for 
Developers  では、この分離によってパフォーマンスとスケーラビリティが向上し、クラッシュや停止などの

障害から復旧する方法が数多く用意されています。 
 
互換性  : Internet Explorer 7  からの動作上での変更点 
 
この機能は、特定のプログラミング技法を使用する拡張機能   (Microsoft®  ActiveX®、BHO(Browser 
Helper Object)、または  UI Toolbar)  の互換性に影響を与えることがあります。 
 

• 各タブと  UI  フレーム間への新しい中間ウィンドウの挿入。 
o フレームおよびタブ  ウィンドウの位置を決定するウィンドウ階層技法を使用する拡張機

能では考慮が必要です。 
• Internet  Explorer  Frame  プロセスは、中統合レベルで実行されるようになりました。Tab  プロセ

スは、この中統合フレームから低または中レベルで実行されることがあります。 
o 低統合  tab  プロセスからフレームをサブクラス化する拡張機能は、正常に機能しなくな

ることがあります。 
• Internet Explorer Frame  および  Tab  は、別個のプロセスで実行されるようになりました。 

o 未サポートのメッセージ技法を使用する拡張機能は、正常に機能しなくなることがありま

す。標準  COM  インターフェイスを使用する拡張機能には影響ありません。 
 

機能の詳細 
 

LCIE  が  Internet Explorer  にもたらした最も注目すべき変更点は、プロセス  モデルにあります。 
 
Windows  Vista®  には、Microsoft  Windows®  のセキュリティ  アーキテクチャのコア  コンポーネントであ

る、Windows  統合メカニズムと呼ばれる機能が搭載されています。同一ユーザー  アカウント下で実行

されていて、信頼度が高くないアプリケーションのアクセス許可を制限します。 
 
Windows  Vista  での  Internet  Explorer  7  の保護モードは、ほとんどの場合、中間の統合性レベル  (IL) 
でブラウザ  プロセスを実行することにより、Windows  統合メカニズムを使用します。ブローカー  プロセ

ス  (IEUser.exe)  は中間  IL  で実行され、適切な  IL  で  Internet  Explorer  のブラウザ  プロセスを決定し、

起動します。 



 
 
 
Internet Explorer 8  には、Internet Explorer  プロセス  モデルに対する重要な変更点がいくつかあります。 
 

‐ フレームはタブから分割され、ブローカー  オブジェクトと連結されています。 
‐ フレームおよびタブのプロセス名は、IExplore.exe  です  (IEUser.exe  は使用されなくなりました)。 
‐ フレーム  プロセスには、複数のフレーム  オブジェクトが含まれることがあります。 
‐ タブ  プロセスには、複数のタブが含まれることがあります。 
‐ 低  IL  タブは、常に中  IL  フレームの親となります。 
‐ 低  IL  タブおよび中  IL  タブは、同じ中  IL  フレームの親になることができます。 

 

 



プロセス  モデルの変更に加え、Internet  Explorer  では多くの内部機能が非同期プログラミング  パター

ンに移動されています。これによってブラウザの信頼性が向上し、停止した場合でも容易に復旧できる

ようになっています。 


